
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震が引き起こす電気火災とは、地震の揺れに伴う電

気機器からの出火や停電が復旧した時に発生する火災

のことを言います。例えば、以下の場合があります。 

  

  

 
 

 

に い は ま 

 2025 vol.4 
 

地震による電気火災対策には感震ブレーカーが効果的です！ 

ご存じですか？ 地震による火災の過半数は電気が原因です。 

３月１日(土)～３月７日(金) 春季全国火災予防運動 

大規模地震時に火災が同時に多くの場所で発生した

場合、消火活動が困難な状態となり、住宅密集地など

では大規模な火災につながる危険性が高く、広範囲な

地域が焼失する可能性があります。 

阪神・淡路大震災や東日本大震災では、原因が特定

されたもののうち過半数が電気に起因する火災となっ

ています。 

大規模地震時の電気火災について 

新居浜市消防本部 予防課 ６５―１３４２（直通） 

 

分電盤に内蔵されたセンサ

ーが揺れを感知し、ブレーカ

ーを切って電気を遮断しま

す。 

 
  

  

白熱灯の落下により出火 
電気コードの断線等により出火 

分電盤に感震機能を外付け

するタイプで、センサーが揺

れを感知し、ブレーカーを切

って電気を遮断します。 

※漏電ブレーカーが設置されて

いる場合に設置可能 

コンセントに内蔵されたセンサーが揺れを感知し、 

コンセントから電気を遮断します。 
ばねの作動や重りの落下な

どによりブレーカーを切って

電気を遮断します。 

費用：約５～８万円（標準的なもの） 

※電気工事が必要 

費用：約２万円 

※電気工事が必要 

費用：約５千円～２万円程度 
費用：約２～４千円程度 

 ※ホームセンターや家電量販店で購入
可能（電気工事不要） 

（タップ型） 

既存のコンセントに差し

込んで使うもの 

（埋込型） 

壁面などに取り付けて

使うもの 

※電気工事不要 ※電気工事不要 

バネ式 おもり玉式 

 分電盤タイプ(内蔵型)  分電盤タイプ(後付型) 

 コンセントタイプ  

コンセントタイプ 

簡易タイプ 

○地震の揺れで電気ストーブが転倒し、スト

ーブに落ちた洗濯物から出火する。 

○家具が転倒し、その下敷きで断線した電

気コードがショートして出火する。 

○水槽が転倒し、水槽用のヒーターが燃え

る物に触れて出火する。 

○ 感震ブレーカーは震度５強相当の地震を感知して、電気を自動で遮断します。 

○ 製品ごとの特徴・注意点を踏まえ、適切に選びましょう！ 

火災予防啓発映像(消防庁HP) 

「今、備えよう。大規模地震

時における電気火災対策」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災種別件数 

原因 令和６年 令和５年 

たばこ（推定含む） ３ ２ 

火入れ ４ ４ 

たき火 １ ０ 

こたつ １ ０ 

こんろ １ ０ 

配線器具 １ ３ 

取灰 ０ １ 

電気装置 １ １ 

電気機器 ３ ２ 

電灯・電話等の配線 ０ １ 

放火（疑い含む） ３ １ 

ライター １ ０ 

炉 １ ０ 

焼却炉 １ ０ 

排気管 １ ０ 

溶接機 １ ０ 

その他 ５ ４ 

不明・調査中 ４ １０ 

合計 ３２ ２９ 

 

 

 

 

 

 

 
 

・分列行進 

   徒歩部隊 

・表彰 

・消防団訓練 

   各種ポンプ操法 

・車両パレード 

   機動部隊 

・一斉放水（国領川新田橋北側河川敷） 
 

消防観閲式 

令和６年の救急件数は６，７８６件、搬送

人数は６，３６９人となっています。 

出動件数は昨年より１０４件増加し、搬

送人数も約２９人増加となっており、人口

が減少傾向にある中で、依然として高水

準で推移しています。 

 

消防観閲式 
日時 令和７年３月２日（日） 9時～ 

場所 山根グラウンド（角野新田町） 
 

※雨天の場合は、新居浜市市民文化センターで実施します。 
災害に備えて地域の防災力を高めておくこと

が急務です。 

新居浜市消防団は、地区別に 17 分団あり、

令和 7年 1月現在で団員数が 666人（そのう

ち女性消防団員は 13人）。 

条例で定められ必要とされる 792 人を大幅

に下回っています。このままでは、地域防災の

維持が困難な状況となります。 

 

大ピンチ！！消防団員が足りない！！ 

新居浜市消防本部 消防総務課 ６５―１３４０（直通） 

 

新居浜市消防本部 予防課 ６５―１３４２（直通） 

 

令和6年の火災件数は３２件で、昨年と比較すると３件の増

加となっています。出火原因では、「火入れ」「電気機器」「たば

こ」による火災が多い傾向にあります。 

農作業時における火気の取扱いや、古くなった電気製品の

点検とコンセント差込口周辺の清掃などを心がけましょう。 
 

住宅用火災警報器を設置されていない方は、早期に寝室な

どに設置をしてください。既に設置されている方は１０年を目

安に交換するなど適切な点検と維持管理をお願いします。 

また、６５歳以上の方のみの世帯を対象に住宅用火災警報

器の無料取付支援事業を実施しています。 

住宅用火災警報器を準備していただき予防課までご連絡く

ださい。消防職員が取付に伺います。 

今年度から市の公共施設にオートショック AED が設置されまし

た。従来の AED と違って電気ショックボタンがなく、自動で電気シ

ョックを行う機能を持っています。現在、99 施設に 140 台の

AED を設置しており、設置場所が確認できるよう「日本救急医療

財団全国 AEDマップ」に登録されています。 

 

 

オートショック AEDが設置されました。 

 

愛媛県では、「救急車

を呼ぶべきか」「病院を

受診するべきか」など

のアドバイスを受ける

ことが出来る電話相談

窓口「♯７１１９」を設置

しています。 

 

  

♯７１１９は 
住民を守るための必需システム 

 
令和６年火災・救急概況 

新居浜市消防本部 警防課 ６５―１３４１（直通） 

 

 
日本救急医療財団全国

AEDマップはこちらです。 

 

春の火災予防運動の一環として、消防団員がお住まいを訪

問し、住宅の防火診断（火気の管理状況や住宅用火災警報器

の設置状況など）を実施します。訪問時は消防団の活動服を

着用し、調査員証を携行しておりますので、ご理解とご協力を

お願いします。 

一般家庭の防火診断について 

 
入団希望は 

こちらから 

 

 

 


